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私たちは、大口町北地域自治組織とともにまちづくりに取り組んでいます。 
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地震で深刻な問題のひとつ 『トイレ』 
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① 携帯トイレを使う（用を足したものを固め可燃ごみにする） 

スーパー等で携帯トイレを購入し備蓄しておく。トイレが壊れていなければ、いつ

ものトイレで用を足せます。トイレが壊れていても、工夫をすれば使えます。 

② 風呂水などを使って流す（大体は１回で６ℓ＋追加（～３ℓ）の水が必要） 

流す水を準備しておく。被災時は建物内外の下水に異常がなく、トイレ自体が壊れ

ていなければバケツで流すことができます（町等より下水利用自粛依頼時はダメ）。 

 

 

 

 

北地域自治組織では、ご希望があれば災害時トイレ講習会

を行います。 

使い方を知り、体験をして災害に備えませんか。 

（最小催行人数１０名～(相談可)） 

 

☆その他すぐにできることの例～実際に準備する事が大切～☆ 
①  車のガソリンが半分になったら給油する→被災時は給油制限、ガソリン給油に大行列 

カーラジオ、スマホ充電、最悪時の車中泊での冷暖房等にガソリンは不可欠。 

②  寝るときはベッドや布団の近くに履物（スニーカー、スリッパ等）を置いておく 

地震で物が散乱、ガラスの飛散等で足のケガ予防対策に。 

③  最低３日分の水を用意する→4 人家族の 1 日分は、2ℓを 6 本（500 円以下で購入可） 

防災用でなく普通の物（安値）でも十分。多くは賞味期限２年→使った分を補充する。 

④  家具の転倒防止や消火器の設置 

⑤  何より、日頃からの近隣との親しいお付き合いが大切 

 

能登半島地震では、トイレは深刻な問題となっています。断水、停電により水洗

トイレが使えなくなった場合の各家庭での備え例を紹介します。 
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 北地域自治組織が募集した防災標語に多くのご応募をいただきありがとうございまし

た。2023 年度北地域避難・防災訓練（令和 5 年 10 月 21 日）の会場で入選者の表彰を

行いました。※募集は大口北小学校（対象：4～6 年生）及び大口西小学校（対象：竹田

地区在住 1～6 年生）のご協力により行うことができました。 

 
防災標語入選作品～ご応募ありがとうございました～ 

 

『北地域まちづくり新聞（かわら版）』は、大口町ホームページで見ることができ

ます。大口町ホームページ https://www.town.oguchi.lg.jp/4232.htm 

    北地域自治組織事務所は、月～木の午前中に開所しています    

 

〈4 年生〉 

・地震の時 ラジオをつけて よく聴いて  ・まず命 生きる選たく 最ゆう先 

・あぶないよ 火で遊ぶこと 火事のもと  ・台風は ニュースをみて きをつけよ 

・ぜんいんで いのちをまもる たすけ合い ・落ちてくる 物からはなれ 身を守る 

・たいふうだ そとはきけんで いっぱいだ 

〈5 年生〉 

・地震前 たおれる物に ストッパー    ・料理中 お客が来たら 火を止めよう 

・じしんはこわい ぼうさいくんれん がんばるぞ 

・ゆれを感じたら 石がき 建物 電柱から はなれよう 

・大雨の日は 川の水の量が少しでも ちかづかない 

・「あ、火事だ！」そう思ったら ハンカチで口鼻かくして しゃがんでにげる 

・いつかわからない地震 早めに防災グッズを用意して 早めに避難する所を決めておこう 

〈6 年生〉 

・地震は 火事にもつながる 気を付けよう ・もしもの時 防災グッズ 対策を 

・家族と 集合場所 決めておけば はなれたときに 会えますよ 

・地震はいつ起こるか分からない その時のための ひなん訓練 

・ひなんけいろ 家族とかくにん するだけで 尊い命が 守られるかも 

・地震くる前 家族と集合場所 きめようね  ・くんれんしよう 助かる命を みすてない 

 

 

 

〈1 年生〉 ひなんばしょ かくにん しっかり  

〈2 年生〉 家族の人と話しあって 自分の みをまもろう 

〈3 年生〉 火災ゼロ！みんなでまもる みんなの町 

〈4 年生〉 さいがいに そなえておけば 大丈夫 

〈5 年生〉 家族と 話し合って 災害に備えよう 

〈6 年生〉 災害はいつ起こるかわからない 災害グッズ 非常食は 半年に 1 回見直そう 

 

大口北小学校（4～6 年生） 

大口西小学校（竹田地区在住 1～6 年生） 

    応募者全員には『クリアホルダーと 2 色ボールペン』、入選者には『かにビス保存缶と

えいようかん（5 年保存）』を贈りました。 

＊北防災センターでは、応募された全作品を掲示しています。 

https://www.town.oguchi.lg.jp/4232.htm

